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電源対策 －24時間後には交流電源が復旧する想定の根拠－
ワーキングの詳細
はこちらから

（注）本資料は、ワーキングチームにおける論点及び検証結果を分かりやすく表現することを目的とし、できる限り平易な記載としています。

第18回ワーキング
（2021.2.16）で議論

全交流電源が喪失した場合、非常用
バッテリーの容量である24時間以内に
交流電源を復旧させるとのことだが、
何を根拠に復旧が可能としているのか。

○交流電源の復旧時間の見積もり

可搬型代替低圧電源車の起動及び受電手順のタイムチャート

• 発電所では、外部電源が喪失すると、非
常用ディーゼル発電機が起動して電源を
供給するが、これが何らかの理由で起動
しない場合、全交流電源喪失となる。

交流電源を復旧させるための電源車の
接続等の作業は、要員のアクセスや機
材の展開などを見積もって約３時間で
実施できると見込んでいること、これ
らの手順は訓練を通して更なる短縮を
図っていくことを確認

• 全交流電源喪失の際は、蓄電池により直
流電源を24時間は給電可能。

• 交流電源を復旧させる手段として、常設
代替高圧電源装置又は可搬型代替低圧電
源車により交流電源を供給する。これら
の代替電源は右のタイムチャート（一
例）のとおり、約３時間で電源供給が開
始できる。

• 復旧手順は、工事完了後に実証訓練を通
じて実効性を確認するとともに、習熟に
よる時間短縮を図る。

https://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/gentai/anzen/nuclear/anzen/tokaidaini_wt_kekka.html


可搬型代替低圧電源車の起動及び受電手順のタイムチャート（拡大）


